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令和２年度 健康局 主な事業の実績 

 

市民の生命・健康を守るため、令和２年度は、 

①「新型コロナウイルス感染症対策」として、「感染拡大防止」と「医療提供体制の確保」に全力で取

り組みました。 

②誰もが健康になれるまち「健康創造都市ＫＯＢＥ」を目指し、健康寿命の延伸、健康格差の縮小、 

市民の健康づくりの取り組みを進めるとともに、地域医療の確保、くらしの安全を守る施策などを展

開しました。 

 

Ⅰ．新型コロナウイルス感染症対策 

１．感染拡大の防止 

（１）相談体制 〔 135,682千円 〕               

新型コロナウイルス感染症に関する健康相談窓口として、「新型コロナウイルス専用健康相談窓口」を

運営しています。 

コロナ禍における生活様式等の変化から生まれる精神的負担に対し、各区保健センター、精神保健福祉

センターにおいてこころの相談を実施するほか、医療従事者等に特化した電話相談窓口を運営しています。 

また自殺対策として「自殺予防とこころの健康相談」の体制を強化しています。 

 

（２）検査体制 〔 1,009,854千円 〕                      

新型コロナウイルス感染症が疑われる場合に、適切にＰＣＲ検査等を実施し、迅速な治療と感染の拡大

防止をはかっています。 

加えて、重症化予防及びクラスターの未然防止をはかるため、社会福祉施設や学校園等において積極的

検査を実施しています。 

  

（３）市民への広報、風評被害対策等 〔 9,522千円 〕               

感染拡大防止対策のさらなる徹底を動画やＳＮＳを活用して、市民への呼びかけを行うとともに、感染

者やその家族、医療従事者等に対する差別・偏見を防止するため、新型コロナウイルス感染症に関する正

しい知識と、新型コロナウイルス感染症に関わる人々を支援する広報啓発を行っています。 

 

（４）新型コロナウイルスワクチンの接種 〔 436,500千円 〕            

神戸市・一般社団法人 神戸市医師会・公益社団法人 神戸市歯科医師会・公益社団法人 神戸市民間病

院協会・一般社団法人 神戸市薬剤師会と合同で「神戸市新型コロナワクチン接種連携本部」を設置し、ワ

クチン接種について連携して取り組み、安全かつ迅速な接種を進めています。 

 

２．医療提供体制の確保 

（１）医療提供体制 〔 186,426千円 〕            

８月 19 日現在、感染症指定医療機関である中央市民病院及び適切な感染予防策がとれる市内医療機関

の連携のもと、重症病床51床を含め合計で282床確保しており、その後、順次拡大し、321床確保となる

予定です。 

 市内の新型コロナウイルス感染症入院患者の中でも特に重症・中等症患者を多数受入れる市民病院が、
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引き続き本市の感染症対応の中核的医療機関としての役割を果たせるよう、中央市民病院における重症患

者用臨時病棟の運営、集中治療対応を行う看護師の確保・育成、および重症・中等症患者の受入れに対す

る支援を行っています。 

入院の優先度の高い患者への対応を強化し、重症化リスクの高い方への入院調整に注力するため、宿泊

療養施設の入所よりも自宅での療養が適切な患者に対し、自宅療養を実施しています。なお、食料・衛生

用品等の自宅への配送や、パルスオキシメーター（指先に装着して血中の酸素飽和濃度を測定する機器）

の貸し出しを行うなど、自宅療養に必要な支援を実施しています。また、令和３年４月からは入院調整中

の自宅待機者に対して医療機関による往診や電話診療を実施しています。 

 

（２）宿泊療養施設の運営 〔 1,712,132千円 〕                    

新型コロナウイルス感染症の軽症者等を受け入れる宿泊療養施設を４か所436室確保（８月20日現在）

しています（ニチイ神戸ポートアイランドセンター宿泊棟、東横ＩＮＮ神戸三ノ宮駅市役所前、東横ＩＮ

Ｎ神戸三ノ宮Ⅰ、ホテルサンルートソプラ神戸アネッサ）。 

 

（３）医療機関支援 〔 2,341,378千円 〕                                                

新型コロナウイルス感染症に対応する市内医療機関を支援するため、患者の入院受入れ・検体採取を行

う医療機関への助成のほか、「こうべ病院安心サポートプラン」による院内感染防止にかかる助成や、遠隔

ＩＣＵシステムによる診療サポートを実施しています。 
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Ⅱ．健康創造都市ＫＯＢＥの推進 

１． ＩＣＴを活用した健康創造都市ＫＯＢＥの推進 〔 23,237千円 〕             

個人の健康関連データを経年的に管理し、ＩＣＴを活用した保健指導を受けることが出来る市民ＰＨＲ

システム「MY CONDITION KOBE」及び、医療や介護のレセプトデータや健診データを連結・匿名化した新た

な情報基盤である「ヘルスケアデータ連携システム」で得られたデータを活用し、学術機関等と協働した

開発・研究や実証事業に取り組んでいます。 

「MY CONDITION KOBE」のユーザーの利便性向上をはかるため、マイナンバーカードを利用することで

即時登録を可能としたほか、「MY CONDITION KOBE」のアプリ利用者に対する通知機能を活用して、新型コ

ロナウイルス感染拡大防止や熱中症対策の徹底等にかかる情報発信を行いました。 

 

２． データを活用した高齢者の医療・介護予防の実施 〔 57,436千円 〕            

医療・介護レセプト等から抽出したデータの活用により、糖尿病性腎症や低栄養などのハイリスク者の

抽出や地域の健康課題の明確化を行い、医療専門職が個別指導（電話、面接、訪問）と、一部つどいの場

での健康教育・相談を実施することで、より効果的にフレイル予防や重症化予防に取り組みました。 

 

３．歯と口腔の健康づくり対策 〔 55,421千円 〕                        

歯の喪失の主な原因である歯周病などを早期発見することを目的に、満 40 歳と 50 歳の節目年齢で実

施している歯周病検診の対象者を、60 歳にも拡大しました。 

 

４．感染症対策の充実 〔 268,490千円 〕                         

 風しん抗体保有率の低い世代の男性に対する抗体検査・定期予防接種を引き続き実施しました。令和元 

年度に受診勧奨し、クーポンを配布した対象者のうち未受診者に対しても再勧奨を行い、風しんの感染拡 

大防止に努めました。 

  また、結核の高蔓延国からの転入者増加に対応するため、日本語教育機関に対して結核定期健康診断に

かかる費用の助成を開始しました。 

 

５．がん対策の推進 

（１）がん検診 〔 967,453千円 〕                           

 40 歳総合健診受診券や、20 歳の女性を対象とした子宮頸がん検診無料クーポン券配布等の受診勧奨 

に加え、特定健診とがん検診が同日に受診可能なセット健診を実施するなど、市民の利便性向上により、 

がん検診の受診率向上に取り組みました。 

  

（２）ＡＹＡ世代のがん患者支援 〔 1,302千円 〕                     

 がん患者が将来に希望を持ってがん治療に取り組めるよう、15歳～39歳の思春期・若年成人＝ＡＹＡ 

世代のがん患者に対し、妊よう性温存治療に要した費用の助成を県市協調で行いました。 

 

６．難病対策 〔 2,765,218千円 〕                              

 原因が不明で治療法が確立していない難病のうち、国が指定する333 疾病について医療費を助成するほ

か、「難病相談支援センター」を運営することにより、難病患者等に対する相談・支援、地域交流活動の推

進及び就労支援などを行いました。 
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 災害等による停電が生命の危機に直結する在宅人工呼吸器使用者の安全を確保するため、24 時間使用者

に対し、医療提供に空白が生じることがないよう、非常用電源装置等の購入にかかる費用の一部を助成す

る制度を創設しました。 

  

７．食育事業の展開  〔 12,465千円 〕                            

コロナ禍による市民の食生活の状況を把握するため、食育に関するアンケート調査を実施したうえで、

「大学生」「子育て世帯、特にひとり親世帯」「若い世代（20～30 歳代） の市民」をターゲットに、SNS を

活用した食育に取り組みました。 

市内スーパー等と連携した「KOBE野菜を食べようキャンペーン」や、インスタグラムを活用した「KOBE

大学生食チャレンジ３オンザライス」を実施しました。また、子育て世代の食育・食生活支援のため「離

乳食の作り方動画」や「KOBE子育て応援レシピ動画」を作成し、外出自粛中の市民へ向け広く配信しまし

た。その他、小学生を対象に「子ども食育セミナー」や乳幼児をもつ保護者を対象に「子どものための食

育セミナー」等を、感染症対策をはかりつつ開催しました。 

 

８．精神保健対策 〔 114,823千円 〕 

（１）実地指導の強化                                   

精神科病院における暴力・虐待事案の防止をはかるため、実地指導の実施時間を拡大し、入院患者や医

療従事者からの聞き取り調査にかける時間を大幅に増やすなど、市内精神科病院に対する実地指導を強化

しました。 

さらに、精神保健福祉専門分科会において、学識経験者等の専門的な見地から実地指導の状況について

検証するなど、実地指導のさらなる改善を行いました。 

 

（２）精神障害者の地域移行・地域定着の推進             

退院可能な精神障害者が、地域での生活に円滑に移行できるよう、精神科病院の入院経験など自らの経

験をもとに具体的アドバイスができるピアサポーターの養成及びピアサポーターによる精神科病院での支

援活動等により、地域移行・地域定着の取り組みを推進しました。また、措置入院等の精神障害者が、必

要な医療・介護・福祉等の支援を途切れさせることなく地域で暮らせるよう、継続支援チームによる支援

を行いました。 

 

（３）相談体制の強化【一部再掲】                       

各区保健センターにおける保健師等による支援や、精神保健福祉センターにおける「自殺予防とここ 

ろの健康相談」を体制強化し、新型コロナウイルス感染症に関連した相談を含む、様々な心の相談に対応

しました。 

兵庫県と共同で設置している「ひょうご・こうべ依存症対策センター」における専門相談や支援者の養

成等により、依存症患者及びその家族等に対する包括的な支援を行いました。 

 

９．看護大学の運営・地域への貢献  〔 928,720千円 〕                  

保健・医療・福祉の教育研究拠点として、社会的ニーズに対応した幅広く高い能力を持つ看護人材の育

成や、質の高い教育研究活動に取り組むとともに、宿泊療養施設への出務などコロナ禍の中での地域貢献

活動を展開しました。また、経済的に困窮している学生の負担を軽減するため、「高等教育の修学支援新制
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度」に加え、市独自で授業料・入学金の減免額及び対象者を拡充しました。 

 

 

Ⅲ．地域医療の確保 

１．地域医療の確保 〔 54,220千円 〕                        

市民の利便性の向上をはかり、二次・三次救急医療機関の負担を軽減するため、市内４か所目の急病診 

療所を新たに北区に４月に開設しました。 

 また、北神地域の急性期医療を将来にわたって維持・充実させるための方策を検討しています。 

 

２．市民病院の運営【一部再掲】 〔 6,596,299千円 〕                    

地域医療機関との連携・役割分担のもと、救急医療や高度・専門医療等の政策的医療を担い、質の高い 

医療を安定的に提供しました。 

いち早く市民に最新の医療を提供できるよう、神戸医療産業都市の中核機関である中央市民病院の臨床

研究推進センターを中心に、治験・臨床研究のさらなる推進をはかりました。 

また、西市民病院については、施設の老朽化や狭隘化、地域医療を取り巻く環境の変化等を踏まえ、市 

街地西部の中核病院として求められる役割・機能等、中長期的なビジョンを検討するため、有識者会議を

設置し、令和３年６月４日に、「新西市民病院整備基本方針（案）」を策定しました。  

また、新型コロナウイルス感染症への対応として、中央市民病院は市内唯一の第一種感染症指定医療機

関として重症者を中心に、西市民病院および西神戸医療センターは軽症・中等症患者を中心に、患者の治

療等を実施しています。 
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Ⅳ．くらしの安全を守る 

１．斎場・墓園の再整備 〔 16,204千円 〕                         

 今後 20年間で約1.4倍の増加が見込まれるなど、増え続ける火葬需要に対応するため、老朽化した斎場 

の再整備を行っています。令和２年度は、西神斎場再整備のための実施設計および設備工事等を行いまし 

た。 

また、鵯越合葬墓の申込状況を踏まえて、拡張に向けた実施設計等を行いました。 

 

２．生活衛生対策の充実 

（１）動物愛護の推進 〔 16,076千円 〕                          

犬猫の愛護事業の充実のため、現動物管理センターから愛護機能を分離し、しあわせの村内に動物愛護

拠点「こうべ動物共生センター」を令和３年に整備します。 

本施設では、犬猫の譲渡機能だけでなく、犬猫とのふれあいを通じた心身の健康や人々との交流をはか

るための愛護啓発機能を充実させます。 

また、新施設への移転に先行し、動物管理センターで実施している犬猫の休日見学会を月１回から毎週

土・日曜日に拡大し、動物愛護事業の拡充を進めました。 

 

（２）食品衛生管理の充実 〔 16,958千円 〕                                             

食品の安全・安心を守るため、令和２年６月の食品衛生法改正により食品取扱い業者に義務付けられた

ＨＡＣＣＰ※の導入に関して、相談受付、指導・助言を行いました。 

 ※ＨＡＣＣＰ：事業者自らが、原材料入荷から製品出荷までの全工程の中で、危害要因を除去低減させ 

るための特に重要な工程を管理する衛生管理手法 

 

３．非常用電源の整備支援【再掲】 〔 2,357千円 〕                      

災害等による停電が生命の危機に直結する在宅人工呼吸器使用者の安全を確保するため、24 時間使用

者に対し、医療提供に空白が生じることがないよう、非常用電源装置等の購入にかかる費用の一部を助成

する制度を創設しました。 
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Ⅴ．子育てしやすい環境の整備 

１．予防接種制度の拡充 〔 159,042千円 〕                 

予防接種費用にかかる経済的負担の更なる軽減をはかるため、１～12歳児が年２回接種するインフルエ

ンザの予防接種について、多子世帯に対しては、１回目の接種費用だけでなく、２回目についても助成を

行いました。 

また、小児がん治療などのため、予防接種で獲得した抗体が失われた場合に実施する定期予防接種の再

接種にかかる費用の助成対象を、骨髄移植などの造血幹細胞移植だけでなく、抗がん剤治療等の場合にも

拡充しました。 

 また、子宮頸がん（ＨＰＶ）ワクチンの有効性やリスクを理解したうえで接種の判断ができるよう、高

校１年生相当の女子に対し、リーフレットを個別に送付しました。 

 

２．ＡＹＡ世代のがん患者支援【再掲】 〔 1,302千円 〕                  

がん患者が将来に希望を持ってがん治療に取り組めるよう、15歳～39歳の思春期・若年成人＝ＡＹＡ 

世代のがん患者に対し、妊よう性温存治療に要した費用の助成を県市協調で行いました。 
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Ⅰ 一 般 会 計 
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予 算 現 額 決 算 額 翌 年 度 繰 越 額 不 用 額
決算
明細
書頁

円 円 円 円

215,144,165 193,954,929 0 21,189,236

1 民 生 総 務 費 25,201,000 23,618,112 0 1,582,888 90

4
障 害 者
福 祉 費

189,943,165 170,336,817 0 19,606,348 100

37,603,205,000 29,234,903,171 2,141,789,000 6,226,512,829

1 衛 生 総 務 費 15,625,216,000 11,755,521,435 10,000,000 3,859,694,565 112

2 公 衆 衛 生 費 19,342,200,000 15,845,736,459 1,303,577,000 2,192,886,541 112

3 環 境 衛 生 費 2,635,789,000 1,633,645,277 828,212,000 173,931,723 114

13 951,638,000 928,719,600 0 22,918,400 158

9 看 護 大 学 費 951,638,000 928,719,600 0 22,918,400 166

15 100,000,000 59,518,706 0 40,481,294 178

2 過 年 度 支 出 100,000,000 59,518,706 0 40,481,294 182

38,869,987,165 30,417,096,406 2,141,789,000 6,311,101,759

歳 出

款 項

教 育 費

諸 支 出 金

90

112

歳 出 合 計

4 民 生 費

5 衛 生 費
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（参考）　都市整備等基金による土地の先行取得状況

（金利額）外書

面積　㎡ 金額　円

1
(36,220,126)

2
167,518,852

(36,220,126)

167,518,852

総 合 計 888.03

事業名（用途）

R３年３月31日　現在残額
R２年度末時点

の利用状況
買戻し予定

環 境 保 健 研 究 所 の 所 属 換 888.03 環境保健研究所として使用。
令和10年度買い戻し
完了予定
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Ⅱ 介護保険事業費 
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